











氏名・(本籍) 呉 鍾 錫
学位の種類 経 済 A寸主二.4 博 士
学位記番号 第 650 2 下仁玉ゴ
学位授与の日付 昭和 59 年 4 月 26 日
学位授与の要件 経済学研究科経営学専攻






































アメリカの経済援助は生成基盤として大きく役に立った。さらに 1962 年からの経済開発 5 カ年計画の
展開は新しい歴史をつくっていく。その中で形成されてし、く経営的特質を分析してみる。








第 4 章 今後の韓国企業に要求される経営革新
環境条件が近年のように流動化し，かっ予測がつかなくなれば，環境適応システムとしての企業体質
を築きあげ，十分にその効力を発揮させることが要請される。
本章では 1980 年代にはいり，流動化している環境条件をはっきりさせ，それに適応できる経営者の
役割，新しい組織戦略の重要性を強調している。
以上のような研究成果は今後の人事及び組織の本格的比較研究のために大いに役に立っと思われる。
論文の審査結果の要旨
この論文は韓国企業における経営管理の現状を条件適合的パースペクティブ-から分析することを目的
としている。全体を通じて論旨の展開が最新の経営理論 組織理論を生かして堅実になされているばか
りでなく，精力的に収集された資料によって説得的に肉付けされている。さらに，内部管理に光を当て
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た実態調査は，同族経営のベールに厚a く包まれて閉鎖的性格の強い韓国企業では今までに例が少なく，
経済企画院の支援と延世大学の協力をとりつけて初志を貫徹した論者の研究意欲は高く評価されるべき
である。一次資料による分析の強化，日本側資料への一層の精通など，今後に望まれる点もみられるが，
韓国企業経営の研究を先導する労作であり，学位論文として十分の価値をそなえていると判定される。
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